セカンドステージ大学「現代史の中の自分史」第10回講義レジュメ

講義日：２００８年６月１９日

読む人を意識してブラッシュアップに取り掛かる

1. 今後の作業

(1) 講義はあと３回となった。終わりまできた人が５～６人いる。それに近い人が数名いる。

(2) 一つの事柄のところで時間がかかっていた人も、その部分を完了できると、その後は一気に書くスピードが上がっている。一気に進んだ方が何名かいる

(3) 今後は早い人はブラッシュアップのフェーズに入る

(4) 先ず、前書きと、後書きを書く。
前書きは、あたかも本文執筆の前に書いたように見せて、最後に書くものである。前書きは既に書いた人もいる
後書きには、総括、感想などを入れる。

(5) 本文のブラッシュアップの基本は、書いたものを自分でじっくり読むことである。

(6) 文集作成、出版まで考えると、ブラッシュアップは２フェーズになる。

1 自分の為、自分の子孫の為の自分史（以下自分の為の自分史と呼ぶ）としてのブラッシュアップ

2 他人に読んでもらう為の自分史（以下出版の為の自分史）にする為のブラッシュアップ

(7) 自分の為の自分史は、詳しく詳しく書いてきた。勢いで書いてきた。今まで書いた量も人によって大いに違っている。
　一方、出版の為の自分史では、「場」が設定される（具体的には○○○文字以内、など）ので、そのボリュームに収まるように、短くすることが必要となる。短くすれば文章は必ず良くなる。

(8) （レジュメ作成者補足）
今回の授業では、他人に読んでもらう為の自分史の例として、出版の話が出ましたが、第７回講義で、出版のほかに、「内々の自分史集を作る。先生、受講生に限って保有する」と言う話も出ています。これも今回の定義の「他人に読んでもらう為の自分史」に入ると思います。

2. 出版について

(1) 出版できるかは、今後色々とあたっていくことになる。今時点ではなんともいえない。時間もかかる。

(2) 出版する場合の本の構成

1 自分史の書き方。（立花先生が執筆）

2 自分史の作成例（受講生の自分史を入れる）

3. 自分史の授業としてのスケジュール

(1) 執筆状況は人によって違っており、あと３回で完成する人もいれば、完成は難しい人もいる。完成が難しい人は、夏休みを使ってよいので完成させて欲しい。夏休み末を期限とする。

(2) 来週分を提出するとき、以下の情報を提出して欲しい。
まだ書けていないが書く予定の部分は何と何か、そのボリュームの推定、書き上げるのに必要な期間／完成予定時期（授業の終わりまで、夏休みの終わりまで、など）

(3) まだ終わっていない人は、自分史のブロック別に進捗状況を管理できるようにして、管理して欲しい。

(4) 全体でどのような状況になっているか受講生内で管理できるようにして欲しい。

4. 書かれた自分史を見て、書き方を学ぶ

(1) 今回、３名の方の自分史を回覧。

(2) エピソードを具体的に書く、ユーモラスに書く。固い内容が続いた中に、ユーモラスな話が出てくるようにすると良い。

(3) 自分史の中に、ＲＳＳＣ応募論文をそっくり入れた方がいる。それが、全体の流れの中に、ピッタリとはまっている。

(4) 現代史の中の自分史と言う事例

1 工業地帯開発のその現場の中に自分がいた

2 外資の日本進出で自分の会社も当事者になった。

5. 次回の予定

(1) 次回は７名の方の自分史を回覧して、皆で見ることにします。自分なりにブラッシュアップしたところから、Ａ4で４ページぐらいのボリュームを抜粋して、ご持参下さい。
　授業の前にコピーをとりますので、コピー作成をやっていただいている方にお渡し下さい

以上

